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 また、ネットワーク上の隣人の性質に着目したのがTrusov et al. （2010）である。
























































































































類し、その関係性について分析している。また、Mallapragada, Grewal, and Lilien
（2012）では開発ユーザー（developer users）と最終ユーザー（end users）、






 整理の軸として、もう一度、先ほどの研究を整理する。Ghose and Han（2011）で
は、コンテンツ創造の代理変数として、モバイルインターネットにおけるアップロー
ド活動を、コンテンツ使用の代理変数として、モバイルインターネットにおけるダウ




 したがって、Mallapragada, Grewal, and Lilien（2012）にて、最終ユーザーとし
て整理されているユーザーは、Ghose and Han（2011）の整理にしたがえば、コンテ
























創  造 創造型ユーザー 批評型ユーザー 
利  用 先端型ユーザー 追随型ユーザー 
 
【注】 
 1. この段落の記述は主に小林（2013）を参考にしている。 
 2. この段落の記述は主に向井（2013）を参考にしている。 
 3. ここでは消費者としてのユーザーを想定している。  
 4. 日本では同人誌即売会などの形でユーザーが作り出した作品を市場化する試みも存在する。 
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